
半
か
ら

年
代
に
生
ま
れ
た
世
代
で

2000

あ
り
ま
す
。

今
の

世
代
と
呼
ば
れ
る
高
校
生

Z

や
大
学
生
は
「
社
会
貢
献
意
識
」
が
高

く
「
学
歴
に
捉
わ
れ
ず
や
り
た
い
こ
と

を
や
る
」
と
思
っ
て
い
る
反
面
、
「
自

分
は
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
「
日
本
と
自
身
の
未
来
は
明
る
く

な
い
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら『
情
熱
的
に
見
え
て
、

実
は
リ
ア
リ
ス
ト
』
と
い
う
ク
レ
バ
ー

な
一
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
っ
て

い
く
世
代
で
あ
り
、
ど
う
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
け
る
か
は
社
会
に
と
っ
て
も
、

お
道
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

ま
た
、

年
に
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ

2022

メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が

世
代

Z

で
あ
る
新
入
社
員
に
対
し
て
「
仕
事
を

す
る
う
え
で
重
視
す
る
こ
と
」
を
聞
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
い
わ
ゆ

る
金
銭
や
競
争
と
い
っ
た
よ
う
な
外
発

的
動
機
よ
り
も
、
貢
献
・
成
長
・
や
り

期
日
：
立
教

年
３
月

日

187

25

時
間
：

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂

去
る
１
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
１
月

25

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

31

89

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
鳥
取

１
月

日

教
務
支
庁

30

髙
井
義
誠
委
員
出
向

名
40

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
此
花

１
月

日

大
教
会

24

平
野
総
吉
委
員
出
向

名
130

---------------------------------------------------------------------------------

令和 6年 学生担当委員会 活動方針
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」

以
前
、
何
気

な
く
見
て
い
た

テ
レ
ビ
番
組
で

マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ
ん
が
、『
大

人
は
若
者
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
な
い
か
ら
、
理
解
し
よ
う
と

勝
手
に
型
と
か
枠
に
お
さ
め
よ
う
と

す
る
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か

に
そ
の
通
り
だ
な
ぁ･

･
･

と
。
私
自

身
も
学
生
と
の
年
齢
の
開
き
が
ず
い

ぶ
ん
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
言

い
訳
に
し
て
学
生
へ
の
関
心
で
あ
っ

た
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

さ
て
、
３
月
は
「
学
生
生
徒
修
養

会

大
学
の
部
」「
高
校
卒
業
生
コ
ー

ス
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
は
「
春
の

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
（
以
下
、
春

学
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

春
学
の
対
象
者
は
高
校
生
（
新
１

年
生
を
含
む
）
・
大
学
生
・
短
期
大

学
生
・
専
門
学
校
生
・
大
学
院
生
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
齢
層
は

「

世
代
」
と
呼
ば
れ
、

年
後

Z

1990

----------------------------------------------------------------------
学
生
部

委
員紺

谷

清
一
郎
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《
立
教

年
１
月

日
付
》

187

25

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
是
則
ち
な
み
（
中
津
・
小
倉
）

・
福
田
隆
一
郎
（
南
紀
・
神
原
）

・
髙
木
百
喜
久
（
津
輕
・
奥
羽
）

4

１
月

日
17

日
18

日
24

日
25

日
27

２
月
１
日

《
立
教

年
１
月

日
～
２
月

日
》

187

16

15

学
生
連
絡
会

事
務
局
連
絡
会

担
当
者
活
動
部
部
会

委
員
会

例
会

広
報
室
会
議

学
修
大
学
の
部

事
前
研
修
会
（
～

日
）

29

学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

事
前
研
修
会
（
～

日
）

28

学
生
部
部
会

1

が
い
と
い
っ
た
内
発
的
動
機
を
重
視

す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

春
学
と
い
う
行
事
は
全
国
か
ら
道

に
つ
な
が
る
学
生
が
親
里
・
ぢ
ば
に

帰
り
集
い
、
親
神
様
・
教
祖
に
日
頃

の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
笑
顔
が
広
が

る
姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
場
で
あ
り
、

ま
さ
に
貢
献
・
成
長
・
や
り
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
行
事
で
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
真

柱
様
か
ら
頂
戴
す
る
お
言
葉
を
拝
聴

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
未
来
を
明
る

く
変
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
お
世
話
取
り
を
担
う
私
た

ち
担
当
者
が
、
今
年
の
春
学
に
向
け

て
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
お
ぢ
、
、

ば、
に
帰
り
集
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

年
の
差
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
関
心

を
持
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「

春

の

学

生

お

ぢ

ば

が

え

り

」

----------------------------------------------------------------------
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７
日

８
日

９
日日

10

学
修
部
部
会

学
修
係
員
チ
ー
ム
会
議

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

委
員
会

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

人
材
育
成
部
部
会

広
報
室
会
議

学
修
大
学
の
部
研
究
室

学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室

学
修
高
校
の
部
研
究
室

学
生
連
絡
会



23

青

空

大
学
一
年
生
の
夏
。
父
の
出
直
し
と
い
う
節
の
中
、
大

学
を
続
け
る
か
、
教
会
に
帰
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
、

誰
に
も
言
え
ず
に
一
人
思
い
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
に

参
加
し
た
、「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
で
、
同
年

代
の
仲
間
と
共
に
過
ご
し
、
自
分
の
心
の
向
き
が
大
き
く

変
わ
り
、
信
仰
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

自
分
の
胸
の
内
を
話
す
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
、
自

分
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
は
怖
い
こ
と
。
そ
ん
な
時
に
、
こ

の
場
所
な
ら
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
と
安
心
し
て
話
す
こ

と
が
で
き
る
場
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

そ
う
し
た
場
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
お
世
話
取
り
す

る
担
当
者
の
誠
真
実
が
欠
か
せ
な
い
。
今
、
こ
う
し
て
学

担
の
ご
用
に
携
わ
る
中
で
、
自
分
自
身
も
こ
う
し
て
た
く

さ
ん
の
方
に
心
を
か
け
て
も
ら
っ
て
導
か
れ
て
今
が
あ
る

の
だ
と
実
感
を
す
る
。
目
に
は
見
え
な
い
多
く
の
心
配
り

が
、
心
か
ら
安
心
で
き
る
場
、
信
仰
と
向
き
合
う
時
間
を

創
っ
て
い
る
の
だ
と
。

お
与
え
頂
く
ご
用
を
つ
と
め
る
中
で
、
自
分
自
身
も
共

に
育
つ
努
力
を
積
み
重
ね
、
心
を
込
め
て
今
日
も
目
の
前

の
学
生
の
話
に
全
身
全
霊
で
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。

人
材
育
成
部
部
員

平
野

大
心

-----------------------------------------------------------------------
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１
月

日
～

日
に
か
け
、
本
部

27

29

第
７･

８･
９
母
屋
を
会
場
に「
ス
タ
ッ

フ
事
前
研
修
会
」
を
行
い
、

名
が

192

参
加
し
た
。
今
年
も
、
よ
り
き
め
細

や
か
な
丹
精
を
目
指
し
て
、「
み
の
り

塾
」「
い
さ
み
塾
」「
よ
ふ
き
塾
」「
ま

こ
と
塾
」
の
４
塾
に
分
か
れ
、
塾
長
・

副
塾
長
を
中
心
に
男
女
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
世
話
取
り
に
あ
た
り
、
庶
務

係
・
進
行
係
が
塾
運
営
を
担
う
体
制

を
と
る
。

研
修
会
で
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
実
習

を
始
め
、「
受
講
生
と
接
す
る
際
の
心

構
え
」
に
つ
い
て
の
講
義
や
係
ご
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
か
し
も
の
か

り
も
の
～
ご
恩
に
つ
い
て
考
え
よ
う

～
」
と
し
て
い
る
。
２
日
目
の
清
水

委
員
長
の
講
話
で
は
、
信
仰
を
す
る

上
で
親
神
様
を
親
と
捉
え
お
慕
い
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
親

が
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
真
心
を
知

り
、
受
け
止
め
る
こ
と
で
ご
恩
が
感

じ
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
元
の
理
を
通

し
て
親
神
様
が
お
尽
く
し
く
だ
さ
れ

た
真
心
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
ご
恩
に
気
付
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
は
研
修
会
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
治
め
、
本
期

間
に
向
け
て
各
自
が
理
づ
く
り
に
励

む
こ
と
を
誓
い
合
い
、幕
を
閉
じ
た
。

「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
事
前
研
修
会
開
催
報
告

----------------------------------------------------------------------

１
月

日
～

日
に
か
け
、
本
部

27

28

第

母
屋
を
会
場
に
「
ス
タ
ッ
フ
事

12
前
研
修
会
」
を
行
い
、

名
が
参
加

160

し
た
。
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
は
、
高

校
卒
業
と
い
う
人
生
の
大
き
な
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る
高
校
卒

業
生
を
対
象
に
し
て
お
り
、
卒
業
後

ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、
お、

ぢ
ば
や

、
、
、
教
会
に
繋
が
り
、
教
え
を
拠

り
所
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
親
神
様
の
み
教
え
を
学
ぶ

と
共
に
、
同
世
代
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

研
修
会
で
は
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

進
め
方
や
心
の
使
い
方
を
実
習
を
通

し
て
学
び
、
２
日
目
の
委
員
長
講
話

で
清
水
委
員
長
は
、
お
ぢ
ば
の
ご
用

の
大
切
さ
と
務
め
る
者
の
心
構
え
に

つ
い
て
言
及
し
、
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て

く
る
高
校
生
に
親
神
様･

教
祖
の
子

供
可
愛
い
親
心
を
取
り
次
い
で
も
ら

い
た
い
。
そ
し
て
、
互
い
立
て
合
い

た
す
け
合
い
の
陽
気
ぐ
ら
し
の
姿
を

目
指
し
、
真
心
を
込
め
て
学
生
た
ち

を
導
い
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。

１
月

日
に
は
大
学
の
部
・
高
校

27

卒
業
生
コ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂

に
会
し
、表
統
領

中
田
善
亮
先
生
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
一
手
一
つ
に
人

材
育
成
の
ご
用
を
つ
と
め
る
決
意
を

し
た
。

「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
事
前
研
修
会
開
催
報
告

-------------------------------------------------------------------


